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単 元 「心の動かし方」を探ろう

１ 本単元で創出、受容・評価される価値

問題解決的な学びにおいても活用可能な「心の動かし方」

２ 本単元で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力

言葉にする力 見極める力 捉える力
試行錯誤

開発する力
人とうまく おもしろいと

する力 やる力 感じる力

３ 本単元で子どもが価値を創出、受容・評価していくために

本学級の子どもたちは、１年生のときからフリートークに取り組み、仲間の発言を共感的に

聞いたり、自分の思いや考えを語ったりすることを楽しんでいる。このような子どもたちが、

フリートークを行う際の「心の動かし方」について考える学習に取り組む。このことは、フリ

ートークを行う際に自分たちが無自覚に行っている「心の動かし方」の価値を自覚し、他者の

思いに寄り添い、他者と共に、考え、行動していこうとすることにつながるであろう。

本単元は、フリートークを行う際の「心の動かし方」の価値を見出し、その「心の動かし方」

が活用可能な場面を考えていく学習である。子どもたちは、自分たちのフリートークを振り返

る中で、「心の動かし方」の価値を見出していくであろう。その際、相手や目的に応じた「心

の動かし方」を考えることを大切にしたい。そうすることで、価値についての考えを深めるこ

とができると考えたからである。

そこで、以下のような支援を具体化する。

○ マシュマロテストを例に「心の動かし方」が知識として学習可能であることを示した上

で、自分たちのフリートークを振り返る場を設ける。そうすることで、フリートークの際

の言動の裏にある「心の動かし方」についても目を向けることができるようにする。

○ どの時間も「心の動かし方」と自分のよりよい未来の姿とのつながりが分かるように板

書する。そうすることで、「心の動かし方」について考えることの意義を意識しながら話

し合うことができるようにする。

○ 自分にとって、どの「心の動かし方」を実行してみたいか問う。そうすることで、仲間

の考えを参考に「心の動かし方」について見直したり、自分なりにアレンジしたりして考

えることができるようにする。

４ 本単元の目標

○ フリートークを行う際の「心の動かし方」の価値を見出し、その「心の動かし方」が活

用可能な場面を考えることができるようにする。

○ 無自覚に行っている「心の動かし方」の価値を自覚し、よりよい未来を求めて、考え、

行動することができるようにする。

５ 本単元における評価規準

知識・技能(知) 思考・判断・表現(思) 主体的に学習に取り組む態度(態)

○フリートークを行う際の「心の ○見出した価値ある「心の動かし ○自分にとって価値があると感じ

動かし方」の価値に気付いてい 方」がどのような場面で有効 た「心の動かし方」を使ってい

る。 なのか考えている。 こうとしている。

６ 指導計画（全５時間）

第１次 学習の見通しをもつ（１時間）

第２次 フリートークを行う際の「心の動かし方」について考える（２時間）

第３次 ｢心の動かし方」の活用場面について考える（２時間）【本時１／２】



７ 本時案 【平成３１年 １月２５日 １３：５５～１４:４０ ６年１組教室】

（１）ねらい 英語のフリートークを行う際の「心の動かし方」について考えることをとお

して、話し合う際の「心の動かし方」について自分なりの考えをもつことがで

きるようにする。

（２）学習過程 ※下線は価値を創出、受容・評価している子どもの意識


